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研究成果の概要（和文）：　東アジアおよび東南アジア諸言語における超分節素とその動態に関する研究を行
い、以下の成果を得た。日本語のアクセントに関して、頭高型と他の型とではアクセント知覚の方策が著しく異
なることを、ピッチパタンに基づく知覚実験により明らかにした。タイ語、ラオ語では、声調連続の分析により
それぞれ声調が構造的弁別体系になっていることを示した。中国語では、昆明、重慶方言およびミャオ語の声調
分析に加えて、山東方言の声調の70年にわたる大変化の様相をまとめた。ビルマ語では、軽声を含む声調連続に
おけるピッチ曲線の動的振舞いを、インドネシアのスンダ語では、トピックマーカーとイントネーション曲線の
関連を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  Major results in researches of supra-segmentals and their dynamics in 
languages of East Asia and Southeast Asia are as follows. In Japanese, significant differences in 
accent perception strategy between the initial accent type and other accent types were clarified 
through accent perception experiments based on synthetic pitch frequency patterns. Results of 
analyses of tone concatenations in Thai and Lao show that dynamic tone system of each language is 
structural one with distinctive oppositions. In Chinese, tone analyses of Kunming, Chongqing and 
Hmong dialects were performed, and an aspect of big tone change spanning seven decades in Shandong 
dialect was compiled. Tone sequences including atonic syllable in Burmese were analyzed, and dynamic
 features of tones observed on pitch contours were shown. In Sundanese, relationship between topic 
markers and intonational contours was examined.

研究分野： 音声情報処理、音声学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 東アジアと東南アジアにおいては、日本
語や東南アジア島嶼部のインドネシア語な
どのアクセント言語、東アジアおよび東南ア
ジア大陸部の中国語、ベトナム語、ビルマ語、
タイ語などの単音節性の声調言語が、独自の
特徴を伴いながら広く分布している。これら
言語音声の研究では、分節音に関しては汎用
的記述体系に基づいた分析がなされてきた
が、超分節的特性に関しては、限られた声調
記号では記述に限界があるとともに、言語間
に渡る総合的研究がなされるには至ってい
ない。特に、東南アジアの諸言語に関しては、
超分節特性の研究は進んでおらず、声調の基
本形とその数に関しても種々の論がある状
況である。 
 
(2) 超分節素（アクセント言語ではアクセン
ト素、声調言語では声調素）は、いずれの言
語においても単独で丁寧に発音された音節
もしくは語の音調パターン（ピッチ曲線）の
型によって記述される。この型は静的な提示
形式であり、超分節素としての内在的形式と
なっている。しかし実際の発話に際しては、
この形式がそのまま実現される訳ではなく、
アクセント結合や声調結合が生じて、超分節
素の実現形式は提示形式とは異なったもの
となる。複数の声調が連続する声調結合に伴
うピッチ曲線の研究は、これまでいくつかの
言語で試みられてはいるものの、その研究方
法は、基本となる声調の提示形式が次に発声
する声調を意識してあらかじめ調整された
り、次の声調の実現を目指したピッチのオー
バーシュート等による変形などで説明され
る。つまり、声調素の提示形式の基本形は保
ちつつ、前後の声調の影響によって変形され
るとするものであって、超分節素の動態特性
を根本から検討するものではなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、アクセント言語である日本語
およびインドネシア系言語、声調言語である
中国語、ベトナム語、タイ語、ラオ語、ビル
マ語等に関して、連続音声として発話される
超分節素が、声調環境、構成音韻、音節構造、
の要請等の制約の下で、どのような動的パタ
ーンにとして実現するかを分析し、その動態
形式によるそれぞれの言語の超分節的特徴、
および孤立発声の提示形式との差異を明ら
かにする。またアジア諸言語に関して超分節
素の観点からの比較対照研究を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、対象とするアクセント言語、
声調言語すべてにおいて発話音声の音響分
析と合成音を用いた聴知覚実験に基づいて
研究を進める。音響分析は、ピッチ曲線と音
声各部の持続時間が主体となるが、スペクト
ルグラムの特徴にも注意を払う。合成音を用
いた超分節素の知覚実験に関しては、実験用

ソフトウェア・ツールの機能・性能の改善を
図りつつこれを利用する。 
  
(2) 中国語、ベトナム語、タイ語、ラオス語、
ビルマ語等の声調言語の研究では、まず各声
調言語における native speaker が発声した
単音節語の基本声調におけるピッチ曲線を
求め、両者の対応関係を明らかにして声調の
基本的音調形式を把握する。次に、2 語の連
接、あるいは 3語の連接における声調連続の
音響分析を行う。その結果に基づいて、声調
連続の動的形態をモデル化する。 
軽声や緊喉性が声調と深く関連する言語に
関しては、その役割を個別に研究する。また、
中国語など声調言語の方言による違いや地
理学的側面にも留意する。 
 
(3) アクセント言語の研究では、日本語に関
して、2～4モーラ程度の各種アクセントの分
析用語彙を選定する。これらの語は、音韻配
列、音節構造、形態素境界等を考慮して選定
される。これらの語を単独発声、連続発声お
よび強調発声の発声様式で収録し、その音声
データの音響分析を行って、語構造のアクセ
ントと音節内、音節間のピッチ周波数の動的
特性との関連を明らかにする。また、適切な
音声データを用いて、そのピッチ曲線を変形
／生成した聴知覚実験を実施し、その結果を
日本語アクセントの知覚の方略としてまと
める。インドネシア語は語に固有のアクセン
トは持たない。そのため、文や韻律句のイン
トネーションに焦点を置いて研究を進める。 
 
４． 研究成果 
 東アジアおよび東南アジア諸言語におけ
る超分節素に関わる研究成果は以下のよう
である。 
 
(1)日本語におけるピッチ周波数の動態特性
とそれがアクセント知覚に及ぼす影響を調
べた。その結果、頭高型の1型アクセントは、
第 1拍目のピッチ上昇等による「高い」とい
う聴覚印象で決まり、第 2拍以降のピッチ下
降の急緩に依存しないこと、これとは対照的
に 2型アクセントの知覚は、第 3拍のピッチ
下降に依存し、その下降特性に関して範疇的
な判断が見られる、などの知見が得られた。
従来からアクセント知覚は、アクセント核以
後のピッチの下降に依存すると言われてき
たが、頭高型の場合は第 2音節のピッチ下降
に強く依存しないのである。従来知られてい
たピッチの「遅さがり現象」も、こうした頭
高型アクセントの知覚特性と深く関わる現
象であると考えられる。 
 また、音声発話におけるピッチパターンの
音調制御点と調音制御点の関連を調査した
結果、語の単独孤立発声では音調制御位置は
音節の開始時点付近であるが、やや早い発話
となる埋込み文発話では音節内母音の調音
開始点となり、さらに当該語の強調発話では



音調制御点はさらに母音内部にまで入り込
むことなどを見出した。 
 
(2)タイ語音声の分析の基礎として、音声的
なパターンを分析するためのデータベース
を作成することにより、単音節から最大８音
節の各語の声調パターンが検索できるよう
にした。同データベースを用いることで、異
なる音節パターンをもつ単音節語3語の連続
と、3 音節からなる複合語のもつ声調パター
ンとを比較するための単語を選定する作業
が比較的容易に可能となった。 
具体的な音声分析実験として、タイ語の単

音節語 3語の組み合わせによる 3音節連続に
ついて第 1語と第 3語が共通の声調を持つ枠
を形成する場合の音声を録音し、その分析を
行った。その結果、5 つの声調は均等な 5 つ
の対立としてではなく、2 段階の弁別階層を
もつとして分析すべきであることがわかっ
た。第 1 段階はピッチカーブの形状により、
A類：比較的平坦（中平、低平）、B類：上昇
下降（下降）、Ｃ類：下降上昇（高平、上昇）
の 3種に分類する。第 2段階はＡ類、Ｃ類の
中の弁別に最低周波数値に到達する（しよう
とする）ものと到達しないもの、という弁別
的二項対立と捉えることが可能になる。 
 これまでの音声実験の分析結果と実際の
話ことばでの音声パターンを比較するため、
タイ人学生同士の会話録音を文字起こしし、
テキストデータベース化して、句末助詞につ
いての分析を行った。声調言語であるタイ語
であっても、句末助詞の声調の現われ方は、
その出現環境や意味機能によってバリエー
ションがある。特に文頭の主題句末の句末助
詞の声調を確認したところ、上昇調、低平調
などの音声的な変異形を持つことが確認さ
れた。 
またタイ語チェンマイ方言、ラオス語ビエ

ンチャン方言の声調の調査を行った結果、上
昇調が二種ある場合、単独調では高いほうが
昇降調に変化することによって区別しやす
くするという新しい声調現象が認められた。 
 
(3)ラオ語に関しては、5声調を有する首都ビ
エンチャン方言の1音節最小対立リストセッ
トを完成させるとともに、2 音節連続形式に
関して構成音韻や頭語を考慮し、「名詞句（被
修飾語＋修飾語）」の5声調×5声調の25語、
および「動詞句（主動詞＋補語）」の同様の
25 語からなる語彙リストを作成し、１音節語
声調対立語と併せて音声収録を行った。これ
ら音声データのピッチパターンの分析を行
った結果、ラオ語 5声調は、ピッチの下降も
しくは山型の曲線を示す 1声、2声、3声（A
類）と谷型曲線を示す 4 声、5 声（B 類）に
分類されるという結果が得られた。また A類
の中では、2 声はピッチの最低値を、3 声は
ピッチのピークを実現しようとするものの、
1 声ではそうした傾向を有しないという相互
に弁別的な特性が見出された。B 類では、5

声がピッチの最低値を実現するものの、4 声
ではその傾向が見られないという対立が見
出された。 
 以上のように、ラオ語の声調連続の分析に
よって、タイ語と類似した声調の弁別階層が
明らかとなったものの、両者の体系には違い
もあり、今後の検討課題として残されている。 
 
(4)中国語昆明方言・重慶方言など西南官話
を中心として声調の録音を行い、主要サンプ
ルにつき音響測定した。更に昆明方言のその
音声を元として声調の再合成音声を 36 種作
り、聴取実験を昆明・重慶方言に対して行っ
た。ただし、標準語として知覚しているので
はないかと思われる解答も含まれ、検討の余
地が残されている。また、6 種の平板調をも
つミャオ語方言の録音も行い、そのうち最低
の声調は平板調でも下降調でも上昇調でも
差し支えないとする話者の報告を得た。調値
のユレが存在することは少なくないが、3 種
の調型が許容されることは珍しい。昆明方言
では連続発話における声調の実現について
も調査を行った。さらに山東方言について 20
世紀半ばから現在に至る 70 年ほどの間に生
じたかなり大規模な声調変化について詳細
な言語地図を準備し、年代ごとに合流が進ん
でいく様相を跡付けた。 
 
(5)ビルマ語については、声調の対立を持た
ないと考えられている軽音節を含む複音節
形式（2 音節もしくは 3 音節）の音声を収録
し、各声調と軽音節のピッチ周波数の分析を
行った。その結果、第 2音節に軽音節を持つ
3 音節形式においては、軽音節のピッチは先
行する音節のピッチに連動して変化し、後続
声調に依存しないことが明らかとなった。ま
た、初頭の第 1音節のピッチは、低い声調で
は自然下降し、高い声調では上昇調を示すと
いう安定性が見られたが、第 3音節において
は、第 2音節のピッチに応じてピッチ曲線が
変化する現象が見られた。すなわち、第 2音
節が高い声調の場合は高いピッチを保ちつ
つ自然下降するが、低い声調の場合は最も低
いピッチまで降下する。下がる声調では下降
はするが、第 1声調ほど低くはならない。逆
に第 2音節が低い場合、高い声調では上昇調
となり、低い声調ではそのまま下降し続け、
下がる声調ではいったん上昇後に下降する。 
以上からビルマ語の声調は、軽音節のピッチ
は先行の音節と一体となっていること、全体
のピッチ曲線は、個々の声調パターンの連結
ではなく全体としてそのパターンが決めら
れること、などが明らかになった。 
 
(6)ベトナム語に関しては、他の声調言語の
研究方法に参考にしつつ研究を進めた。6 声
調が連続した場合の動態的パターンを分析
するために、6 声調×6 声調の組合せのリス
トを 2音節語の有意味語で作成し、キャリア
センテンス発話にて、北部方言話者（男性 1



名）の録音を行った。現在、この音声資料を
基に、持続時間、ピッチ周波数などについて、
２音節の声調の組合せごとのパターンの分
析を進めている。 
 
(7)インドネシア語およびスンダ語を研究対
象とし、超分節素としてのイントネーショの
文法構造や情報構造との関連に着目し研究
を行なった。特にスンダ語に関して、2 種類
のトピックマーカーを有する文音声の音調
曲線を分析した結果、「主題 (topic)－題述 
(comment) 」の語順ではイントネーションの
上下動が大きくなる傾向が見出され、対照を
示すトピックマーカーを用いた場合にはそ
の特徴はより顕著であった。このことは、会
話の情報伝達において、トピックマーカーに
伴うイントネーション上下動の果たす役割
が大きいことを示唆していると考えられる。 
 
(8)アクセント知覚実験等に用いられた「音
声分析・表示・再生プログラム SpitEditor 」
および「音声知覚実験用 刺激音声提示・集
計ソフトウェア SpitPlayer 」に関しては、
実験に伴って機能拡充とインタフェース改
善等を図り、種々の関連聴知覚実験に利用で
きるものとして完成させた。 
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